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成果の特徴
• 甘味と苦味に対する味覚感度は活動期に上昇することがヒトとラットの実験から
示されました。

• 活動期における苦味感度の上昇は、毒物の検出能力を高め、安全な食物選択を実
現するために発達した味覚の日内リズムであると考えられます。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
味覚変動が官能評価に与える影響を補正するプログラムを提供できます。
味覚の変化に合わせた食品提案システムの構築に応用できます。

甘味

苦味

味覚感度と味嗜好性の日内リズム

朝 昼 夜 明期 暗期

ヒト：水溶液に対する味覚強度、検知・認知閾
値、嗜好性（受容性）の変化を評価しました。

ラット：水溶液に対する舐め
行動を検証しました。
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おいしい！

まずい...
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